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はじめに 

• 放射能は目に見えない、匂いもしない、味もしな
い。 

• 放射線は 浴びても熱くもない、痛くもない。 

• しかし放射線（放射性粒子1個）のエネルギーは 
化学結合のエネルギーの数百～数千万倍。 
このため身体に大きな影響を与える。 

• 放射能も放射線も測定器を使って「数字」でしか
分からない。「数字」だけで状況を正確につかむ
のは難しい。 

• 本裁判でも国側はこの状況を逆手にとってひど
い対応をしている。 

 



国側は放射能・放射線が見えないことを利用してひ
どい対応をしている。 

弁護団による情報開示請求で明らかになった国の対応。 



国側は放射能・放射線が見えないことを
利用してひどい対応をしている。 



なんとか 

放射能汚染の実態を可視化 
できないか！ 

• 米PHDS社製ゲルマニウム半導体ガンマ線イメージング装置
GeGI( Germanium Gamma Ray Imager) 







調査目的 

１）福島県南相馬市原町区など周辺汚染の高い
場所で、民家周辺の汚染実態をガンマ線イメー
ジングカメラ（GeGI）を用いて可視化できないか
調査。 

２）福島県富岡町などの除染ゴミ仮設焼却炉の煙
突・煙道などの汚染実態を、GeGIで可視化でき
ないか調査。 

３）福島県飯館村蕨平周辺の土壌汚染、河川水
汚染などの実態調査。（2015年8月からの継続
調査） 

 
※本日の報告は１）のみとします。 



調査参加者 

• ちくりん舎：浜田和則、青木一政 

• たまあじさいの会：中西四七男、安藤隆、他2人 

• 南相馬・避難勧奨地域の会:小澤洋一 

• 風下の会:深田和秀 

• 仏市民放射能監視NGO-ACRO: David Boilley  

• 測定機材と撮影協力（仁木工芸(株))：斉藤純 

 
調査日程 
 2016年7月20日～22日 



原町区高倉 S宅 原町区馬場 H宅 

調査場所 

富岡町毛萱仮設焼却炉 



南相馬市原町区高倉 S宅調査の様子 



いぐね（屋敷林） 

母屋 

玄関 

勝手口 

井戸(水場) 

南 

南相馬市原町区高倉 S氏宅のレイアウトと線量率 

0.554 

0.394 

0.556 

0.678 0.534 

0.452 

台所1m 0.358 
台所2m 0.452 

2階踊場1m 0.352 
2階踊場2m 0.510 

V1撮影方向 

庭石 

数値はμSv/h、特に指定のないものは地上１ｍ高。 

納屋 

いぐねの中
1.10 いぐねの土

31,780/kg 







南相馬市原町区高倉 S宅 調査の様子 



いぐね（屋敷林） 

母屋 

玄関 

勝手口 

井戸(水場) 

南 

南相馬市原町区高倉 S氏宅のレイアウトと線量率 

0.554 

0.394 

0.556 

0.678 0.534 

0.452 

V2撮影方向 

庭石 

数値はμSv/h、特に指定のないものは地上１ｍ高。 

納屋 
庭石の苔
84,300Bq/kg 







南相馬市原町区馬場 H宅調査の様子 



南相馬市原町区馬場 H氏宅のレイアウトと線量率 

玄関 

V3撮影方向 

数値はμSv/h、特に指定のないものは地上１ｍ高。 

0.158 

0.24 0.418 

0.374 0.298 

0.196 

V4撮影方向 











 

 

まとめ 

 

 

 

 
• 福島周辺のようなバックグラウンドが高い場所でも条件によっ
てはガンマ線イメージング撮影ができることが分かった。 

• 視覚的に表現できることは、実態把握をする上で有力な手段
となりうる。 

• ガンマ線イメージングカメラGeGIでは汚染源周辺の線量率は

測定できない。イメージ情報とサーベイメータ、表面汚染計な
どを併用することで効果が期待できる。 

• カメラの特性を理解していないと誤判断もとなる可能性もある。
特に、カメラ後方からの散乱（コンプトン）も拾っているので注
意が必要。 

• ガンマ線イメージングカメラは高価で扱いも難しい。すぐに市
民レベルで使いこなすことはできないが、放射能との長い闘い
の中で、市民レベルでもこのような知見は重要。 



ご清聴ありがとうございました。 

今回の調査にあたっては㈱仁木工芸放射線計測グループに多大なご協力をいただきま
した。ここに記して御礼申し上げます。 


